
令和２年度　森林環境譲与税の使途公表

うち森林環
境譲与税
（千円）

うち他の財
源（千円

①意向調査の準備作業 森林経営管理推進事業 3,831 3,831 0

森林簿や林地台帳から収集した森林の
情報を整理して、意向調査の対象となる
森林を抽出。
今後の進め方や実施方針等について、
検討会を開催。

② 意向調査 森林経営管理推進事業 464 464 0

調査に関するノウハウの蓄積と、市民へ
の理解を得るため、モデル地区での事
前説明会、意向調査アンケートの実施、
事後説明会の開催。

⑧ 担い手確保 森林経営管理推進事業 303 303 0

林業従事者が安全に作業できるよう環
境整備及び林業新規就業者の確保と専
門的な知識・技術の取得などに必要な
経費を支援。

⑬ 木造公共建築物の整備等 浜田・若竹統合保育園整備事業 28,600 28,600 0
地域産材を活用し、公共施設の木造化・
木質化を推進するため、統合保育園を
整備。

⑰ 基金積立（森林整備等） 森林経営管理推進事業 9,312 9,294 18
森林経営管理法に基づく市町村自らに
よる森林整備に備えた積立。

42,510 42,492 18

事業区分 事業名

事業総額（千円）

【ワンフレーズ】
・本市には13,835haの民有林があるが、間
伐が遅れているなど、経営管理が行われて
いない森林が4,600haあることが分かった。
・木造公共建築物等の整備、内装木質化
を推進することで、地域産材248㎥を活用
することができた。
【詳細】
・本市では、本税を意向調査の準備、意向
調査、担い手の育成・確保、木造公共建築
物の整備等に活用している。

結果、
・経営管理が行われていない森林を把握
することができた。
・意向調査を実施し、森林経営計画を策定
することで森林所有者の意見がまとまった。
・新規林業就業者へ林業機械・安全装備
等購入経費に支援することで、担い手確保
につながった。
・木造公共建築物の整備をすることで、地
域産材を有効に活用及び幼少期より木に
親しむことができた。

残額は今後の森林経営管理推進事業（森
林整備等）に使用するため、基金に積み立
てた。
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